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豆油インクを使用しています。

　広報やしおは、毎月1回、10日（新聞休刊日を除く）に新聞折り込みで配布しています。届いていない世帯の
方は、最寄りの公共施設、金融機関、一部のコンビニエンスストア、八潮駅などでお受け取りになれます。な
お、次回の新聞折り込みは、9月10日（水）です。
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うちわに夏の風物詩おいしいパンになぁれ

　7月25日、八幡公民館で、八幡図書館夏休み科学あそび「と
んだり・おちたり・まわったり!?」が行われ、19人が参加し
ました。
　始めに、丸や三角などの色々な形をした音の出る「びゅん
びゅんごま」の回転している時の音の違いに耳を傾けました。
　また、植物の種が空を飛んだり動物にくっついて移動する
様子が、本や模型を使って紹介されました。
　その後、子どもたちは、実際にびゅんびゅんごまを回した
り種の模型を飛ばしたりして、科学の面白さを体験しました。

　7月25日・26日、八潮メセナで「段ボールで屏風を作ろ
う！」が開催され、4歳から大人までの28人が参加しました。
　参加者は、鉛筆で下書きをしたあと、12色の絵の具と太さ
の異なる筆を使い、自分の好きな動物を描いていきます。
　講師から「紙全体を使って大きく描いて」などのアドバイ
スを受け、迫力のある色とりどりの屏風を作成しました。
　完成した屏風は、八潮メセナの展示室に飾られ、参加者や
他の利用者の目を楽しませていました。

　7月30日、やしお生涯楽習館で、「
 みず ひき 

水引で作るミニうちわに
ひまわり」が開催され、5人が参加しました。
　進物用の包み紙などを結ぶのに用いられる水引の色や本数
を変えてひまわりを作り、ミニうちわに貼り付けて、夏らし
い作品に仕上げました。
　参加者からは「祝儀袋についているイメージしかなかった
水引で、ひまわりを作ることができるなんて新鮮だった」
「今度はひまわりだけでなく、他の作品も作ってみたい」と
の感想が聞かれ、出来上がった作品に満足していました。

　7月30日、八幡公民館で、「子どもパンづくり教室」が開催
され、小学校3年生から6年生までの16人が参加しました。
　メニューは、コーンパン、あましょく、パイナップルケー
キでした。パンを作る際には、材料をよく混ぜ合わせ生地の
かたまり

塊を作り、テーブルの上で軟らかくなるまで伸ばしたり、叩
いたりして、きれいに丸めた生地を発酵させました。
　子どもたちは、パンの生地が発酵する時に、大きく膨らむ
ことに驚いたりして、楽しみながらパンづくりをしていまし
た。
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